
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

292（S−158） 日産婦誌62巻 2 号

生涯研修プロ グラム

子宮体癌 トピッ クス

ク リニ カル カ ン フ ァ レ ンス 11

3）分子標 的治療

大分大学 高　井　教　行

　子宮体癌の 発 生 ・進展に 関与 す る遣伝 子 ・シ グ

ナ ル 伝達系の 報告が 蓄積され ，そ の 発 生機構が 明

らかにな りつ つ あ る．そ の ため 子宮体癌は 分子標

的治療の 適応 となる疾患の
一

つ で あ る．分子標的

治療 は
， 癌細胞 で 特 異的 に発現 ・機能す る分子 を

標的とする．そ の ため，癌の 増殖 ・複製，アポ トー

シ ス の 回避 ， 転移 ・浸潤，血管新生機構 に標的を

定め ，増殖因子受容体 とその シ グナ ル 伝達因子の

阻害剤 ， 細 胞周 期阻害剤， ヒ ス トン 脱ア セ チ ル 化

酵素隠害剤 ，プ ロ テ ア ソ
ーム 阻害剤 ， テ ロ メ ラ

ー

ゼ 阻害剤，転移 ・浸潤 阻害剤，血管新生阻害剤な

どの 開発 が進め られ て い る．

　すで に Gynecologic　Oneology　Group （GOG ）を

は じめ と して ， 子宮体癌 に対 する分子標的治療薬

の 臨床試験が 行わ れ て い る．EGF シ グナ ル 伝達 阻

害 剤 で あ る gefitinib・imatinib・erlotinib ・

cetuximab ，
　 HER2 シ グ ナ ル 伝達 阻 害剤 で あ る

trastuzumab ・lapatinib，血 管新生 阻害剤 で あ る

bevacizumab ・aflibercept ・thalidomide ，
　mTOR

阻 害 剤 で あ る temsirolimus ・everolimus ・de−

forolimus，マ ル チ タ ー ゲ ッ ト型 阻 害剤 で あ る

sunitinib ・brivanib， そ の 他 clostridium 　pe   rin −

gens　enterotoxin ，ヒ ス トン 脱ア セ チ ル 化酵素阻

害剤 な どが子 宮体 癌 に対す る分子標 的治療 薬 と し

て 検討され て い る．

　細 胞内の 情 報 ネ ッ トワ
ークは複 雑で あ り，

一
つ

の 「標的」を阻害する だけで は抗癌作用は期待で

きない ．複数の 「標的」 を持 つ 薬剤の 方が効果 は

高 く， 心配 さ れて い た副作用 も他の 分子標的治療

薬とあまり変わ らな い ．分子標的治療薬どうしの

併用 ， 既存 の 抗癌剤や ホル モ ン剤 と併用 す る事 も

相加 ・相乗効果が 期待で きる．また，「子宮体癌」と
い う臓器特異性に しば られるこ とな く， 個々 の 患

者にお ける遺伝子発現 の 情報に 応 じた オ
ー

ダ
ーメ

イ ド治療が 望 まれる．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


